
行
事
/
理
事
会
委
員
会
等
の
主
な
活
動
状
況

 

平
成
27
年
1
月
15
日
発
行　

J

・H
a
ir N

e
w
s

（
第
34
号
）　

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合　

U
R
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m
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編
集
・
発
行　

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
事
務
局   

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2-

10-

9　

Tel.03 -5304 -5130  Fax.03 -5371 -9345　

印
刷
・
製
本　

イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）

（
五
十
音
順
）

　

組
合
員
各
社

（
株
）ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー　
　
（
株
）ア
デ
ラ
ン
ス

（
株
）ク
ス
ノ
キ　
　

コ
ス
モ
フ
ァ
ニ
ー（
株
）

シ
ャ
ポ
ー
ド（
株
）　　
（
株
）ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン

（
株
）東
京
義
髪
整
形　

 （
株
）バ
イ
オ
テ
ッ
ク 

フ
ェ
ザ
ー（
株
）　 （
株
）プ
ロ
ピ
ア

（
株
）ベ
ラ
ミ
カ　
　
（
株
）ユ
キ　
　

 　

　

特
別
会
員

（
株
）ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
穏（
株
）　

（
株
）ス
マ
ー
ト
リ
ン
ク　
　
（
株
）ペ
ル
シ
ャ
ン
商
事 

（
株
）ラ
・
フ
ィ
ー
ネ　
　
（
株
）リ
ネ
ア
ス
ト
リ
ア

（
株
）ロ
ハ
ス

　
　
　

　

賛
助
会
員

（
株
）ア
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト　
　
（
株
）ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ

（
株
）ア
プ
ラ
ス　
　
イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）　　
伊
藤
超
短
波（
株
）

（
株
）大
広
製
作
所　
（
株
）オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

（
株
）カ
ワ
キ
タ　

共
同
印
刷（
株
）　
（
株
）コ
ー
テ
ッ
ク　
　

（
株
）弘
研　

国
際
広
宣（
株
）　
（
株
）サ
ン
エ
ー
デ
ィ
ー

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ユ
ー　
J
B
C
C（
株
）　
（
株
）ジ
ャ
ッ
ク
ス

（
株
）新
和
商
事　
　
（
株
）セ
デ
ナ　

 （
株
）象
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
株
）大
広　
　
滝
川（
株
）　 （
株
）田
村
治
照
堂　
　
（
株
）電
通

（
株
）東
洋
新
薬　
　

ト
ラ
ン
ス
・
コ
ス
モ
ス（
株
）

日
本
フ
イ
リ
ン（
株
）

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

日
本
ユ
ニ
ポ
リ
マ
ー（
株
）

（
株
）マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）マ
ッ
ド
プ
ロ
ダ
ク
ツ
ジ
ャ
パ
ン

◇
23
日 

経
済
産
業
省 

日
用
品
室
挨
拶 

 
 

◇
24
日 

運
営
委
員
会（
主
な
議
題
） 

 
 

 
1. 

日
本
版
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
レ
ク
チ
ャ
ー 

 

 
2. 
特
別
会
員
・
賛
助
会
員
規
程（
案
）に
つ
い
て 

 

◇
3
日 

J
I
S
第
4
回
規
格
調
整
分
科
会　

日
本
規
格
協
会 

◇
19
日 

進
捗
委
員
会  
京
王
プ
ラ
ザ 

44
F 

 
 

 

定
例
理
事
会  
京
王
プ
ラ
ザ 

44
F「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」（
主
な
議
題
）

 

　

第
1
号
議
案　

2
0
1
4
年
度
年
間
見
込

 

　
　
　
　
　
　
　
（
上
期
見
込
み
含
む
） 

承
認
の
件

 

　

第
2
号
議
案　

新
特
別
会
員
加
入
承
認
の
件 

 

 

　

第
3
号
議
案　

特
別
会
員
規
程
承
認
の
件 

 

 

　

第
4
号
議
案　

賛
助
会
員
規
程
承
認
の
件

 

　

そ
の
他
事
項　
・  

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
流
れ（
J
I
S
規
格
化
） 

 
 

  　

   

・  

組
合
事
務
所
移
転
検
討 

 

 

　

懇
親
会　

会
場　

44
F「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」 

 

◇
16
日 

運
営
委
員
会（
主
な
議
題
） 

 
 

 

1.  

第
45
期
上
期
収
支
実
績
報
告 

 
 

 

2.  「
ヅ
ラ
釣
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
無
料
ア
プ
リ
）」の

 

　

  

対
応
に
つ
い
て

◇
22
日 

進
捗
委
員
会　

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
会
議
室 

 

◇
20
日 

運
営
委
員
会（
主
な
議
題
） 

 
 

 

1.  

2
0
1
5
年
度
通
常
総
会
及
び
理
事
会
開
催
日
程
の
件 

 

2.  

来
期
事
業
計
画
及
び
予
算
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

◇
12
日 

進
捗
委
員
会　

京
王
プ
ラ
ザ 

44
F 

 
 

 

定
例
理
事
会　

京
王
プ
ラ
ザ 

44
F「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」（
主
な
議
題
） 

 

　

第
1
号
議
案　

理
事
長
及
び
副
理
事
長
の
任
期
決
定
の
件 

 

　

第
2
号
議
案　

事
務
局
長
選
任
の
件

 

　

 

　
　

  （
新
事
務
局
長  

日
向
寺
正
明
氏
）

7月10月 9月11月12月

12月1月
2015年

新
規
加
入
特
別
会
員
ご
紹
介  　

 

9
月
19
日
理
事
会
承
認

株
式
会
社
リ
ネ
ア
ス
ト
リ
ア

代
表
取
締
役　

村
瀬
純
平 

 

 

 

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
4 -  

7 -  

6　

心
斎
橋
中
央
ビ
ル
2
階 

 

 

 

h
ttp

://ilo
ve
w
ig
.jp
/  

 

 

 

　

こ
の
度
、日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
村

瀬
純
平
と
申
し
ま
す
。 

　

私
は
、平
成
21
年
2
月
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ッ
グ
を
初
め
て
取
扱
い
、

平
成
23
年
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ッ
グ
部
門
を
独
立
さ
せ
、株
式
会

社
リ
ネ
ア
ス
ト
リ
ア
を
設
立
し
ま
し
た
。平
成
24
年
に
は
、通
販
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ッ
グ
を
出
店
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

よ
り
良
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ッ
グ
の
提
供
を
め
ざ
し
、今
後
も
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

　

そ
の
他
事
項　
・  

2
0
1
4
年
度
中
間
決
算
報
告
の
件 

 
 

　
　

 

・  

3
月
度
理
事
会
開
催
の
場
所
変
更
の
件 

 
 

          

・  

2
0
1
5
年
度
通
常
総
会

 
 

　
　
　

    

及
び
理
事
会
開
催
日
程
の
件  

 

懇
親
会　

会
場　

44
F「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

◇
26
日 

仕
事
納
め　

金
子
事
務
局
長
退
任

◇
5
日 

仕
事
始
め　

日
向
寺
事
務
局
長
就
任

◇
15
日 

J
・
H
a
i
r 

N
e
w
s　

第
34
号
発
行

事務局だより

文
字
数
は
4
0
0
〜
6
0
0
字
程
度
。

テ
ー
マ
1
・
2
と
も
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
差
し
支
え
有
り

ま
せ
ん
が
、
会
社
名
・
所
属
は
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

J・Hair’s worksへの原稿を募集して
います。掲載文には薄謝（クオ
カード3000円相当）を進呈します。

写真 ： 白神山地（世界遺産）
写真 ： 富岡製糸工場（世界遺産）

P 2   年頭のごあいさつ

P 2 / 3 J・Hair's EYE

P 4 ～ 7 J・Hair's Works

P 8 事務局だより



　

新
し
い
年
を
迎
え
、日
本
経
済
成
長
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
心
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
当
協

同
組
合
の
取
り
組
み
も
三
年
目
へ
と
入
り
、そ
の
社
会

的
役
割
も
ま
す
ま
す
重
大
と
な
っ
て
き
ま
す
。ウ
ィ
ッ

グ
の
製
造
・
販
売
と
育
毛
・
増
毛
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
経
済
産
業
省
の
認
可
を
受
け
た
唯
一
の「
か
つ
ら
・

毛
髪
関
連
事
業
者
団
体
」と
し
て
、今
年
も
消
費
者
の

信
頼
確
保
と
業
界
健
全
発
展
へ
の
重
責
を
積
極
的
に

担
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。当
協
同
組
合
が
提
唱
し
た

「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
」の
J
I
S
化（
日
本
工
業
規
格

化
）に
も
大
き
な
前
進
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
の

注
目
点
を
概
括
し
て
み
ま
し
た
。

　

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
が
提
唱
し
た
「
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
」
の
J
I
S
化
は
各
界
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。が
ん
患
者
や
円
形
脱
毛
症
で
悩
む
消

費
者
の
増
加
を
背
景
に
、
適
正
な
製
品
選
択
を
保
証
す

る
も
の
と
し
て
品
質
の
統
一
化
や
粗
悪
品
の
流
通
防
止

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

当
協
同
組
合
で
は
、
平
成
二
十
五
年
の
総
会
で
重
要

な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
こ
の
「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

の
J
I
S
化
」
を
決
定
し
ま
し
た
。そ
の
方
針
に
基
づ

き
、
一
般
財
団
法
人
日
本
規
格
協
会
に
J
I
S
原
案
作

成
の
申
請
を
行
い
、
原
案
作
成
委
員
会
で
検
討
を
積
み

重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
委
員
会
は
消
費
者
と

生
産
者
が
同
数
で
委
嘱
さ
れ
る
中
立
・
公
正
な
機
関
で

す
。同
機
関
で
行
政
（
経
済
産
業
省
）
や
学
識
経
験
者
の

参
加
も
得
て
、昨
年
八
月
、規
格
の
原
案
が
作
成
さ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。あ
と
は
承
認
手
続
き
へ
向
け
た
検
討

が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、
い
よ
い
よ
経

済
産
業
省
の
日
本
工
業
標
準
調
査
会（
J
I
S
C
）に
検

討
の
場
が
移
さ
れ
ま
し
た
。J
I
S
規
格
と
し
て
正
式

に
公
示
さ
れ
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
ス

テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
も
と
、
当
協
同
組
合
の
意
向
は
着
実

に
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
J
I
S
化
は
各
界
か
ら
の
要
請

が
大
き
く
、
が
ん
患
者
な
ど
か
つ
ら
を
必
要
と
す
る
方

◎ガイドライン、いっそうの遵守で期待される
   業界の健全発展

◎医療用ウィッグJIS化へ前進

か
ら
の
要
望
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
患
者
を
対
象
に
し
た
民
間
機
関
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で「
脱
毛
」に
対
す

る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
方
々
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。脱
毛
時
に
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
布
を

頭
に
巻
い
た
り
す
る
も
の
の
、
罹
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は

ウ
ィ
ッ
グ
の
使
用
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

男
性
患
者
の
方
々
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

医
療
現
場
で
も
適
正
な
ウ
ィ
ッ
グ
の
使
用
を
求
め
る

意
見
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。看
護
師
な
ど
の
医
療
関
係

者
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
も
、
が
ん
患
者
が

脱
毛
し
た
と
き
の
ケ
ア
の
大
切
さ
、
信
頼
で
き
る

ウ
ィ
ッ
グ
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い
く
措
置
の
一
環
が
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
の
J
I
S
化
な
の
で
す
。

　

J
I
S
化
に
よ
っ
て
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
品
質
や

安
全
性
が
確
保
で
き
、
粗
悪
品
の
流
通
や
事
故
発
生
を

防
止
で
き
ま
す
。業
界
全
体
の
統
一
基
準
が
誕
生
し
、
何

よ
り
も
患
者
・
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
環
境

整
備
が
整
い
ま
す
。ま
た
、
J
I
S
規
格
を
国
際
的
な

I
S
O
規
格
と
し
提
案
で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と
に
も

な
り
、
業
界
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
　
　
　

　

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
は
昨
年
の
総
会
で
、「
暮
ら

し
の
安
全
・
安
心
の
確
立
に
貢
献
す
る
事
業
活
動
の
推

進
」
を
確
認
し
ま
し
た
。事
業
の
健
全
発
展
は
消
費
者
の

信
頼
性
の
醸
成
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

今
年
三
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
五
十
嵐
祥
剛

理
事
長（（
株
）ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
会
長
兼
社
長
）の
も

と
、
前
述
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
J
I
S
化
を
は
じ
め
、

当
協
同
組
合
の
「
消
費
者
取
引
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
遵
守
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
消
費
者
の
契
約
適
正
化
を
促

し
、
そ
れ
を
確
保
す
る
実
効
性
あ
る
業
界
自
主
基
準
と

し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。消
費
者
に
「
安
全
・
安
心
」

を
与
え
、
事
業
の
活
性
化
や
業
界
健
全
発
展
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
保
証
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、

実
効
性
あ
る
成
果
と
信
頼
を
得
る
位
置
に
据
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
メ
ニ
ュ
ー
表
示
の
偽
装
事
件
、
高
齢
者
被
害

の
増
加
、
全
国
の
消
費
者
苦
情
件
数
の
六
年
ぶ
り
の
増

加
な
ど
、
消
費
者
問
題
の
分
野
で
は
大
き
な
出
来
事
が

目
立
ち
ま
し
た
。そ
れ
ら
事
件
な
ど
を
契
機
に
、
課
徴
金

制
度
の
導
入
、
地
方
自
治
体
の
行
政
処
分
権
限
の
強
化

も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。消
費
者
の
信
頼
確
保
こ
そ
、
す
べ

て
の
事
業
者
の
責
務
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。当
協
同
組

合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
意
義
を
社
会
的
に
周
知
し
、
こ

の
責
務
を
着
実
に
遂
行
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
成
長
へ
の
端
緒
、
そ
の
兆
し
が
見
え
た
と
は
い

え
、
日
本
経
済
に
は
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
感
が

漂
っ
て
い
ま
す
。業
界
の
健
全
発
展
は
消
費
者
の
信
頼

醸
成
を
前
提
に
し
て
こ
そ
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
、
当
協
同
組
合
の
事
業
内
容
の
理
解
を
広

め
、会
員
相
互
の
連
携
活
動
の
一
層
の
向
上
の
年
、と
位

置
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
社
会
的
期
待
に
応
え
得
る
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合

の
取
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合　

理
事
長　

五
十
嵐 

祥
剛

　

2
0
1
5
年
の
幕
開
け
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
当
組
合
の
事
業
運
営
に
関
し
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
国
内
経
済
は
、4
月
の
消
費
税
増
税
で
の
反
動
減
や
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
か
ら
消
費
マ
イ
ン

ド
が
低
下
し
、景
気
の
回
復
に
足
踏
み
感
が
見
ら
れ
ま
し
た
。日
銀
の
金
融
緩
和
、政
府
の
財
政
支
出
拡
大
に
よ

り
、2
年
で
約
2
倍
と
な
っ
た
株
式
市
場
の
上
昇
も
今
後
の
実
体
経
済
の
回
復
の
行
方
に
よ
っ
て
先
行
き
が
不

安
視
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。個
人
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
消
費
税
の
引
き
上
げ
を
延
期
、慌
た
だ
し

い
中
行
わ
れ
た
昨
年
末
の
衆
院
解
散
・
総
選
挙
で
新
た
な
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
消
費
者
の
心
を
満
た

す
優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
適
正
に
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
、毛
髪
業
界
の
健
全
な
発
展
、次
な
る
成
長
の

明
確
な
指
針
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、追
及
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

毛
髪
に
関
す
る
役
務
、商
品
提
供
の
基
準
を
定
め
た「
取
引
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
は
、消
費
者

と
の
契
約
適
正
化
に
よ
る
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、適
正
運
用
・
普
及
を
通
じ
た
活
動
の
中
で
、ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
遵
守
調
査
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、利
用
者
が
幅
広
く
存
在
す
る
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
J
I
S（
日
本
工
業
規
格
）規
格
化
に
関
し
て
は
、患

者
様
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
健
康
保
険
適
用
、医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
た
め
の
働
き
か
け
を
関
係
各

所
と
連
携
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
事
業
の
意
義
を
広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、組
合
員
、特
別
会
員
、賛
助
会
員
、そ
し
て
管
轄
省
庁

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、お
引
き
立
て
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、業
界
発
展

の
た
め
の
対
話
を
活
発
に
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
な
ら
び
に
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
し  

か
た

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
5
年　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

～ ステージアップ　日本工業標準調査会で検討へ ～

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
規
格
化
検
討　
　

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
と
前
進　

「
消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
」　　
　

業
界
健
全
発
展
の
前
提
に　
　

高
ま
る
各
界
か
ら
の
要
求
を
重
視
し
、

社
会
的
要
請
に
応
え
る
規
格
化
へ　
　



2
0
1
4
年
度
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　

遵
守
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

2014年 販売担当者回収数 2014年 対象&回収店舗数

加盟店証表示率

店舗回収数推移

2009　    2010　    2011　    2012        2013        2014（年）

アートネイチャー
211

アデランス
197

回収率
100%

回収率
98.6%

バイオテック
59

プロピア
11

東京義髪整形
10

ユキ
11

アートネイチャー
167

アデランス
66

バイオテック
120

プロピア
17

スヴェンソン
12

東京義髪整形
19

ユキ
14

平常業務でお忙しい中、
ご協力ありがとうございました！

店
舗
対
象
・
販
売
担
当
者
対
象
の
2
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
時
実
施

取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
調
査
は
、2
0
0
9
年
10
月
に
店
舗
対
象

ア
ン
ケ
ー
ト
、2
0
1
1
年
1
月
に
販
売
担
当
者
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
が

開
始
さ
れ
、例
年
、時
期
を
ず
ら
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
本
年
は

加
盟
店
か
ら
の
要
望
で
同
時
に
実
施
し
ま
し
た
。

実施期間 ： 2014年10月1日～11月30日
対象 ： 運営委員の所属する消費者と直接契約
    のある事業者。
店舗 ：  店舗責任者が店舗を総括して回答
販売担当者 ： 各社が自社基準によって指定した販売担当者

店舗対象アンケートには店舗の設備・衛生基準に対する設問がQ1～Q8までありますが、Q9以降Q25は販売担
当者対象アンケートのQ1～Q16とほぼ同じ設問としました。
ただし、事情が異なる設問｛予約状況（店舗Q19）・顧客情報の持ち出し/持ち帰り（販売担当者Q11-②）｝につい
ては、それぞれ単独設問となっています。

・設備・衛生の基準

店舗対象アンケート

販売担当者対象アンケート

調査内容ハイライト

● 加盟店証の表示

調査開始以来、かつてない低い実施率です。
取引ガイドラインを遵守することでお客様に安心してご購入いただけるよう
組合を挙げて取り組んでいますが、そのシンボルがこの加盟店証です。誇り
をもって掲示しましょう。

● 取引ガイドライン認知度

「存在も知っており内容も理解している」と回答した
割合は、2012年からは販売担当者のほうが高く、よ
り取引ガイドラインが浸透していると思われます
が、同年以降店舗も販売担当者も理解度は頭打ち
状態が見られます。
自信をもって「内容を理解しています！」と言えるよ
う、もう一度組合ホームページで取引ガイドライン
を読んでみませんか。

● クーリングオフ説明

契約書をかわさなければならないお取引の際には
必ずクーリングオフの説明をしなければなりませ
ん。重要事項説明書にも契約書にもクーリングオフ
の方法について記載されてはいますが、口頭でも
きちんとお伝えすることが基本です。
例年販売担当者のほうが高い比率で「必ずクーリン
グオフの説明をしている」と回答しています。
☆店舗・販売担当者の双方で「説明をしない」と
　の回答があります。どのような状況でクーリングオフの説明をしていないのか気がかりです。
　（既成かつら・消耗品等を店頭で販売し、現金で支払いを受ける場合には契約書・重要事項説明書の交付は必須事項ではありません。このような場合
　 にはクーリングオフの対象とならないので説明は不要となります。）

● 個人情報保護方針の公表

本年度は昨年より低下しましたが、店舗の84.3％・販売担当者の90.7％
で掲示・常備していると回答しています。
公表の方法としてホームページなどWEB上の掲示も認められています
が、すべてのお客様がWEB画面を確認できる環境にはありません。確実
にお客様の目に留まる店頭掲示を徹底しましょう。
また、ご自宅訪問に出かける場合には携帯忘れの無いよう確認を励行し
ましょう。

同じ分野の設問は同一の表現・回答選択肢へ
店舗・販売担当者相互の回答内容が比較しやすくなるよう見直しました

取引ガイドラインを知っていますか

契約時にクーリングオフの説明をしていますか

自社の個人情報保護方針（プライバシーポリシー）を常備あるいは
掲示していますか

取引ガイドライン認知度
（販売担当者）

取引ガイドライン認知度
（店舗）

クーリングオフ説明（販売担当者） クーリングオフ説明（店舗）

■存在認知＆内容理解　■存在認知＆内容不知　■存在不知
40
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2009 2010 2011 2012 2013 2014（年）2010 2011 2012 2013 2014（年）

今年度の加盟店証を店舗内のお客様から見やす
い場所に掲示していますか

2014年度示率 ● 加

調査
取引
組合
をも

今年
い場

2009 2010 2011

2009 2010 2011 2012 2013 2014（年）

2014（年）2009 2010 2011 2012 20132014（年）2010 2011 2012 2013

2012 2013

（%）

500

600
582

84.1

90

88.2

88.1

86

89.1 89.3

84.3

90.7

93.8
93.1

545

519 526
517

540

回答者の質問から

Q.  個別クレジット（ショッピングクレジット）の申し込みの際「年収がわからない。」と言ったお客様に「およ
そ○○位ですかね？」と言うことは誘導となりますか。

A.  誘導となる可能性が否定できません。
日本クレジット協会に確認したところ「同協会の自主規制規則では、年収調査に関して【申込者から申告を受ける】
と規定されている。「分かる範囲でご記入ください。」というのが最適回答。具体的な金額を例示することで後日「指
示された/誘導された。」とのお申し出がなされる可能性は否定できない。」との回答でした。避けるべきでしょう。

個人情報保護方針の公表率

●店舗　●販売担当者

■必ずする　■時々する　■しない
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3.932.14.4
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47.1

44.7

8.2

63.9

31.5

4.6

78.3

20.4

1.3 1.4

76.9

21.8

76.4

20.7

2.9

56.5

37.7

5.8

57.1

39.5

3.4

68

30

1 4.1
1.2

72.4

26.5

66.5
71.4

29.5
26.7

1.9

21.9

17 16.2
13.2 12.0

11.9

5
1.7 1.5 1 0.4

6.3

73.1

81.3 82.2
85.9 87.6

81.8

90.5
88.2 89.2

・従業員に対する教育の基準　　　・営業の基準
・顧客情報管理の基準　　　　　　・改善状況について
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2014（年）

97.2　　  97.4　　　96.9　　  95.3　　　97.0　　  92.9

スヴェンソン
41



株
式
会
社
プ
ロ
ピ
ア　

営
業
部　

祝(

5)

私
の
お
す
す
め
！ 株

式
会
社
バ
イ
オ
テ
ッ
ク　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

Ｎ
・
Ｓ

株
式
会
社
東
京
義
髪
整
形 

東
京
サ
ロ
ン　

草
野

　

Ｊ
・
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

N
e
w
s
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ま
、東
京
義
髪
整
形 

東
京
サ
ロ
ン
の
草
野

で
す
。こ
の
企
画
2
度
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
、ヨ
ロ
シ
コ
ー
。

　

今
回
は
夏
に
夫
婦
で
旅
し
た
〝  

高
知
ネ
タ  

〞
で
す
ー
。な
ん
と
言
っ
て
も
高
知
は
す

べ
て
が
坂
本
龍
馬
。あ
た
り
ま
え
で
す
け
ど
空
港
か
ら
お
ま
ん
じ
ゅ
う
ま
で
龍
馬
○
○
○

…
ま
っ
こ
と
高
知
人
は
ど
ん
だ
け
龍
馬
を
愛
し
ち
ゅ
ー
が
ぜ
よ
！
そ
し
て
龍
馬
と
人
気

を
二
分
？
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
、カ
ツ
オ
の
た
た
き
。藁
で
あ
ぶ
っ
て
、な
ぜ
か
塩
を
か
け

て
き
ざ
み
ニ
ン
ニ
ク
で
食
べ
る
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
が
絶
品
ぜ
よ
‼

　

絶
品
と
い
え
ば
高
知
に
も
夜
な
夜
な
現
れ
る
、福
岡
の
博
多
の
よ
う
な
リ
ト
ル
屋
台
街

が
開
店
さ
れ
ま
す
。な
か
で
も
野
菜
ギ
ッ
シ
リ
の
一
口
ギ
ョ
ー
ザ
が
食
べ
ら
れ
る
〝
安

衛
”。こ
の
小
さ
な
ギ
ョ
ー
ザ
が
、こ
じ
ゃ
ん
と
う
ま
ぜ
よ
ー
。

　

ま
っ
そ
の
他
歴
史
的
観
光
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ー
、高
知
城
、龍
馬
の
愛
し

た
桂
浜
な
ど
。し
か
し
高
知
は
台
風
の
通
り

道
、今
年
も
た
く
さ
ん
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。台
風
の
被
害
と
は
さ
ほ
ど
無
縁
な
私
達

に
と
っ
て
は
、台
風
の
残
し
た
傷
あ
と
は
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
現
状
で
し
た
。

　

で
も
今
回
の
旅
で
坂
本
龍
馬
が
27
才
ま

で
日
本
の
未
来
を
考
え
過
ご
し
た
高
知
に
、

夫
婦
二
人
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
気
が
し

ま
す
。高
知
あ
り
が
と
ー
。

　

ま
っ
こ
と
高
知
は
、こ
じ
ゃ
ん
と

え
ー
と
こ
ぜ
よ
ー
‼　

お
ま
ん
も
一
度
、

高
知
に
行
っ
て
み
ゅ
う
が
ぜ
よ
‼

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
」

　

私
の
お
す
す
め
は
自
宅
最
寄
り
の
四
ツ
谷
駅
よ
り
徒
歩
7
分
、た
ん
焼
き『
忍
』

（
し
の
ぶ
）で
、牛
タ
ン
の
専
門
店
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
、牛
タ
ン
と
言
え
ば
焼
肉
屋
さ
ん
で
多
く
の
方
が
最
初
に
塩
味
で
注
文
す
る
部
位

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
ち
ら
の
お
店
は
、塩
、味
噌
、自
家
製
タ
レ
、茹
で
、ス
ー
プ
、焼

き
・・・
と
調
理
法
も
多
様
で
す
。一
番
人
気
は『
ゆ
で
タ
ン
』『
焼
き
タ
ン
』『
タ
ン
シ

チ
ュ
ー
』で
す
。一
番
が
三
つ
も
存
在
し
て
し
ま
う
の
は
、来
店
し
た
お
客
さ
ん
が「
皆
さ

ん
、こ
の
三
品
は
必
ず
注
文
す
る
か
ら
」な
の
で
す
ね
。

　

店
構
え
は
、古
き
良
き
昭
和
初
期
を
思
わ
せ
る
も
の
で
、毎
日
大
混
雑
の
為
、基
本
は
合

席
で
す
。し
か
し
、「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、懐
か
し
い
雰
囲
気
は
こ

の
瞬
間
出
会
っ
た
者
同
士
で
さ
え
、か
つ
て
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
な
不
思
議
な
空
間

に
変
わ
り
ま
す
。譲
り
合
い
、思
い
や
り
の
精
神
が
自
動
的
に
働
く
の
で
す
。や
は
り
美
味

し
い
食
べ
物
は
、人
の
心
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
ね
。

　

こ
ち
ら
の
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ハ
ズ

レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。上
手
く
会
話
が
弾

ま
な
い
間
柄
で
あ
っ
て
も
、ご
夫
婦
で

あ
っ
て
も
、接
待
で
あ
っ
て
も
、「
い
い

お
店
を
知
っ
て
い
る
ね
。」の
言
葉
を
い

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
17
時
〜
23
時
ま
で
で
す
。

毎
日
行
列
、何
時
に
入
れ
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。で
す
か
ら
予
約
、も
し
く
は
開

店
前
に
並
ぶ
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
案
内

致
し
ま
す
。

　

本
当
は
教
え
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
ち
ら
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
が
、今

よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
方
と
良
好
な
関

係
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
。

　

私
の
故
郷
、福
岡
県
久
留
米
市
を
ご
紹
介
し
ま
す
。世
界
規
模
の
タ
イ
ヤ
会
社「
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
」の
創
始
者
・
石
橋
正
二
郎
氏
や
画
家
の
青
木
繁
氏
の
故
郷
で
あ
り
、歌
手
の
松
田

聖
子
さ
ん
、チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
の
藤
井
フ
ミ
ヤ
さ
ん
、女
優
の
田
中
麗
奈
さ
ん
な
ど
多
く
の

著
名
人
を
輩
出
し
て
い
る
地
で
す
。

　

特
産
物
は
重
要
無
形
文
化
財
の
伝
統
工
芸「
久
留
米
絣
」が
有

名
で
す
。深
い
藍
色
が
美
し
い
織
物
で
、か
の
有
名
な
作
家
・
太
宰

治
も
久
留
米
絣
の
着
物
を
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
口
三
〇
万
と
福
岡
第
三
位
の
人
口
を
有
し
、都
市
開
発
が
盛

ん
で
す
が
、田
園
地
帯
や
自
然
も
多
く
住
み
よ
い
環
境
で
す
。子

ど
も
を
育
て
る
の
に
最
適
と
、県
外
か
ら
家
族
で
移
住
し
て
く
る

方
も
多
い
で
す
。

　

医
師
の
多
い
市
と
し
て
も
有
名
で
、人
口
に
対
す
る
医
師
の
割

合
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。最
先
端
医
療
の
久
留
米
大

学
病
院
を
中
心
に
、そ
の
他
の
病
院
も
多
い
の
で
医
療
面
が
非
常

に
安
心
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、久
留
米
の
焼
き
串
に
は「
ダ
ル
ム
」と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。豚
の
腸
の
こ
と
で
、全
国
で
も
こ
の
呼
び

方
は
久
留
米
だ
け
し
か
し
な
い
そ
う
で
す
。も
と
は
ド
イ
ツ
語
の

医
学
用
語
の「
腸
」で
、当
時
の
医
学
生
た
ち
が
そ
う
呼
び
始
め
た

こ
と
が
由
来
だ
と
か
。医
師
の
多
い
市
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
で
す
ね
。

　

グ
ル
メ
つ
な
が
り
で
も
う
一
つ
。福
岡
で
ラ
ー
メ
ン
と
い
え
ば

博
多
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
方
も
多
い
で
す
が
、そ
の
元
祖
は
久
留
米

ラ
ー
メ
ン
で
す
。博
多
ラ
ー
メ
ン
よ
り
濃
厚
な
豚
骨
ス
ー
プ
に
絡

む
細
麺
は
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

　

住
む
に
も
遊
ぶ
に
も
楽
し
い
久
留
米
市
。お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

知
っ
て
い
ま
し
た
か
、私
の
お
勧
め

、

豚骨ラーメ
ンの元祖！

豚骨ラーメ
ンの元祖！

博多ラーメ
ンの元祖！

平
成
26
年
12
月
12
日（
金
）京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
44
階「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」の
間
に
お
い
て
、

定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、第
1
号
議
案
の
理
事
長
及
び
副
理
事
長
任
期
決
定
の
件
、第
2
号
議
案
の
事

務
局
長
選
任
の
件
に
関
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
可
決
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
他
報
告
事
項

で
は
、第
1
項
の
2
0
1
4
年
度
中
間
決
算
報
告
、第
2
項
の
3

月
度
理
事
会
開
催
の
場
所
、第
3
項
の
2
0
1
5
年
度
通
常
総

会
及
び
理
事
会
開
催
日
程
、第
4
項
の「
ヅ
ラ
釣
り
コ
レ
ク
シ
ョ

ン（
無
料
ア
プ
リ
）」対
応
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

議
事
は
終
了
し
、議
長
は
事
務
局
長  

金
子
英
敏
氏
の
退
任
す

る
旨
を
説
明
、金
子
氏
か
ら
退
任
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、続
い
て

新
任
す
る
日
向
寺
正
明
氏
及
び
一
重
友
助
氏
の
挨
拶
が
行
な
わ

れ
た
後
、議
場
を
締
め
く
く
り
、懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

金
子
事
務
局
長　

退
任
の
ご
挨
拶
！　

　

生
い
立
ち
の
全
く
違
う
二
つ
の
団
体
が
一
緒
に
な
っ
た
た
め
、最
初
は
大
変
で
し
た
。

現
在
で
は
、皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
、落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

業
務
に
お
い
て
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
と
そ
の
J
I
S
化
で
し
た
。私
は
、が
ん
患
者
様
や
重
度
の
円
形
脱
毛
症
患
者
様
、

そ
し
て
医
療
従
事
者
様
等
、皆
様
に
必
ず
大
変
喜
ば
れ
る
と
、こ
の
業
務
に
強
い
思
い
を

持
っ
て
臨
ん
で
い
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
私
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
事
務
局
を
は
じ

め
、理
事
の
皆
様
の
ご
理
解
の
下
、J
I
S
委
員
会
や
分
科
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
委
員
や
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
、そ
し
て
組
合
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、日
向
寺
氏
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま
す
。大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
事
務
局
長　

日
向
寺
正
明
氏
就
任
！

　

こ
の
度
、新
事
務
局
長
に
日
向
寺
正
明
氏
が
就
任
致
し
ま
し
た
。

事
務
局
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り 　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
例
理
事
会
開
催
！


